
右
の
通
リ
の
者
共
こ
れ
有
ル
ニ

於
テ
は、

其
所
二

留
置
キ、

阜
々
大
坂
町
奉
行
所
へ

申
出
べ
く、

若
シ
見
聞
二
及
ビ
候
ハ
ヽ
、

其
段
も
申
出
べ
く
候。

隠
骰
キ

脇
よ
り
相
知
レ
候
ハ
、

曲
事
卜
為
ス
ベ
＜
候。

三
月

近
藤
梶
五
郎

一

年
齢
四
拾
歳
斗
リ

一

顔
丸
ク
赤
黒
キ
方

一

れ
有
リ

一

疱
癒
の
跡
こ
れ
有
リ

一

言
舌
常
鉢

庄
司
義
左
衛
門

一

年
齢
四
拾
歳
斗
リ

林

一

言
舌
常
鉢

色
黒
お
と
か
ひ
細
キ
方

其
節
の
着
用
不
分

渡
辺
良
左
衛
門

大
塩
格
之
助

瀬
田
済
之
助

注
及
び
解
説

セ
い
低
キ
方

一

眼
丸
ク
常
鉢

一

其
節
の
着
用
不
分

左
の
耳
か
ぶ
れ
こ
れ
在
リ

一

年
齢
弐
拾
七
才
斗
リ

一

顔
短
ク
色
黒
キ
方

一

せ
ひ
低
キ
方

キ
方

一

歯
上
向
歯
弐
枚
お
れ
こ
れ
在
リ

一

言
舌
静
力
な
る
方

一

年
齢
四
拾
壱、

弐
歳

一

顔
色
青
キ
方

一

せ
い
低
キ
方

月
代
常
林

一

言
舌
静
成
ル
方

一

其
節
の
着
用
不
分

月
代
常
林
額
際
ぬ
き
こ

眼
細
キ
方

眼
出
目
二
皮
二
て
大
成
ル
方

一

昴
常
林

一

眼
常
林

其
節
の
着
用
不
知

月
代
常

歯
出
候
方

眉
毛
厚

(
-
）

大
塩
平
八
郎
外
の
人
相
書

「
大
阪
市
史
第
四
j

の
「
御
触
及
口
達」

天
保
八
丁
酉
年
補
触
一

六
五
に
よ
れ
ば、

次
の
よ
う
で
あ
る。

当
二
月
十
九
日、

容
易
な
ら
ざ
る
企
テ
ニ
及
び、

大
坂
市
中
所
々
放
火
致
シ
乱
暴
二
及
び
候、

元
大
坂
町
奉
行
組
与
力
大
塩
平
八
郎
井
二

組
与
力
大
塩
格
之

助
・

同
瀬
田
済
之
助
・

同
組
同
心
渡
辺
良
左
衛
門
・

同
庄
司
義
左
衛
門
・

同
近
藤
梶
五
郎
等
人
相
古゚

大
塩
平
八
郎

一

年
齢
四
拾
五、

六
歳

一

顔
細
長
ク
色
白
キ
方

一

眉
毛
細
ク
薄
キ
方

一

額
開
キ
月
代
青
キ
方

ク
釣
候
方

一

白
界
常
林

一

耳
常
林

一

せ
い
常
林
中
肉

一

言
舌
さ
わ
や
か
二
て
尖
大
キ
方

用
鍬
形
付
甲
着
用

一

其
余
着
用
不
分

年
齢
弐
拾
五
歳
斗
リ

一

頻
丸
ク
色
浅
黒
キ
方

一

背
高
ク
肥
り
肉

一

眼
丸
二
皮
目
二
て
大
キ
成
ル

方

昴
高
キ
方

一

眉
毛
厚
キ
方

一

月
代
薄
ク
小
炭
こ
れ
在
リ

一

言
舌
不
弁
成
ル
方

一

其
節
の
着
用
不
分 眼

細

一

其
節
着
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（
二）

天
保
九
年
諸
固
巡
見
使

ご
H

巡
見
は
将
軍
の
代
替
わ
り
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
恒
例
の
行
事
で
あ
る
が、

こ
の
後
の
黒
船
騒
ぎ
や
阻
皇
攘
夷
運
動
の
高
ま
り
な
ど、

政
治
愉
勢
の
急
迫
か
ら
こ
の

天
保
九
年
を
最
後
に
行
わ
れ
な
く
な
る
。

「
続
徳
川
実
記」

慎
徳
院
（
家
慶）

殿
御
丈
記
左
J

了
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

二
月
十
JL
H、

使
番
土
屋
一

（
巾）

左
衛
門、

木
下
内
記、

諏
訪
縫
殿
助、

山
本
七
郎
左
衛
門、

小
姓
糾
馬
場
大
助、

設
楽
甚
ー
郎、

石
尾
織
部、

西
城
小

姓
紺
三
宅
三
郎、

竹
本
彦
八
郎、

沓
院
番
内
藤
源
助、

水
野
藤
次
郎、

虹
新
太
郎、

市
岡
内
記、

西
城
書
院
番
石
川
大
膳
は
諸
因
巡
視
の
事
命
ぜ
ら
れ
い
と
ま

下
さ
る
。

同
廿
六
日、

使
番
安
藤
治
右
衛
門
巡
視
の
事
命
ぜ
ら
れ、

暇
下
さ
れ
賜
物
あ
り。

勘
定
力
の
も
の
1
じ
く
御
料
所
巡
視
の
事
命
ぜ
ら
れ
い
と
ま
ド
さ
る。

三
月
十
h
H、

使
番
平
侶
七
之
助、

曽
我
又
左
衛
門、

黒
田
h
左
衛
門、

西
城
小
姓
糾
片
桐
靱
負、

右
大
将
殿
小
姓
糾
大
久
保
勘
三
郎、

中
根
他
七
郎、

西

城
曹
院
番
三
枝
ギ
左
衛
門、

右
大
将
殿
書
院
番
近
藤
勘
七
郎、

岡
田
ん
近
は
諸
因
巡
視
の
事
命
ぜ
ら
れ
い
と
ま
く
だ
さ
る
。

六
月
朔
日、

使
番
安
藤
治
右
衛
門、

ナ
朕
．

（
di）

左
衛
門、

小
妍
糾
馬
協
大
助、

設
楽
仕
十
郎、

仕り
院
番
内＂
膝
源
助、

水
野
藤
次
郎
は
巡
視
は
て
て
か
へ

り
謁
す。

九
月
朔
H、

使
番
黒
田
五
左
衛
門、

右
大
将
殿
占
院
番
岡
川
左
近、

巡
視
は
て
て
か
へ

り
謁
す。

こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
れ
ば、

大
名、

旗
本
領
に
は
特
別
編
成
の
巡
見
使
が、

祉
府
の
'
ILi
轄
領
に
は
勘
定
力
役
人
で
編
成
し
た
巡
見
使
が
派
造
さ
れ
た
ら
し
い
。

風

問
観
静
著
「
改
訂
増
補
奥
州
街
逍
宿
駅
制
の
研
究」
（
厳
南
幽
習
店
，
�

九
九
六）

に
よ
れ
ば、

蝦
夷
地
の
松
前
藩
頷
を
含
む
束
北
地
方
の
太
平
洋
側
の
巡
見
使
は、

正
使
が
黒
田、

副
使
は
中
根
と
岡
田
で
あ
っ
た
が、

そ
れ
以
外
の
地
域
分
担
の
詳
細
は
小
明
で
あ
る
。

こ
の
う
ち、

中
根
は
七
月
中
旬
に
盛
岡
の
宿
泊
先
で
病
死
し

た
た
め、

前
記
九
月
朔
日
の
記
事
に
な
っ
た。

な
お、

参
考
文
献
一

七
に
よ
れ
ば、

先
の
通
達
に
も
か
か
わ
ら
ず
巡
見
使
の
接
待
に
は
か
な
り
無
理
を
し
た
所
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

(-―-)

居
屋
敷
相
対
替

津
軽
藩
の
屋
敷
は、

こ
の
時
期
に
は
す
べ
て
本
所
地
域
（
現
在
は
屈
田
区、

江
東
区
に
ま
た
が
る
区
域）

に
あ
っ
た。

現
行
の
住
居
表
示
に
従
え
ば、

上
・

中
屋

敷
は
提
田
区
亀
沢一
一
丁
目
に
近
接
し
て
あ
り、

下
屈
敷
は
同
区
錦
糸
一

丁
目
の
大
横
川
沿
い
と
江
束
区
亀
戸
三
丁
目
の
亀
戸
天
神
隣
の
二
か
所、

そ
れ
に
隅
田
川
沿

い
の
横
網
一

丁
目
の
荷
揚
場
で
あ
る
。

こ
の
相
対
替
の
記
事
は
最
後
の
横
網
の
も
の
で、

都
府
御
竹
蔵
前
の
角
屋
敷
を
松
前
藩
に
譲
り、

代
わ
り
に
荷
揚
げ
に
便
利

な
川
岸
の
小
区
画
を
得
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に、

こ
の
地
域
に
は
「
本
所
に
過
ぎ
た
る
も
の、

津
軽
屋
敷
に
炭
屋
塩
原」

と
い
う
も
の
は
づ
け
が
あ
っ
た
。

大
名

家
の
下
屋
敷
は
珍
し
く
も
な
か
っ
た
が、

上
屋
敷
ま
で
を
本
所
に
構
え
た
の
は
津
軽
家
だ
け
だ
っ
た
か
ら、

本
所
の
人
々
は
誇
り
に
も
し
大
事
に
も
し
た
。

炭
屋
塩

原
と
い
う
の
は
相
生
町
に
住
む
上
州
出
身
の
梨
廂
で、

後
年
愛
馬
「
斉」

と
の
別
れ
を
描
い
た
三
遊
亭
円
朝
の
人
梢
咄
「
塩
原
多
助
i

代
記
j

の
モ
デ
ル
と
さ
れ
た

人
物
で
あ
る
。
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（
四）

渡
辺
登
（
畢
山）
一

件

天
保
十
年
五
月、

老
中
水
野
忠
邦
は
幕
府
の
対
外
政
策
を
批
判
し
た
高
野
長
英、

渡
辺
華
山
ら
の
捕
縛
を
命
じ
た。

摘
発
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
長
英
の

「
夢
物
語」

で
あ
っ
た
が、

崩
山
の
場
合
は
家
宅
捜
索
の
結
果
発
見
さ
れ
た
「
慎
機
論
」

と
「
初
稿
西
洋
事
情
書」

に
「
異
国
を
称
美
し
わ
が
国
を
そ
し
る
」

記
述
が

あ
る
と
認
定
し
た
の
で
あ
る
。

対
象
者
の
一

人、

小
関
三
英
は
捕
縛
を
甘
受
せ
ず
自
殺
し
た。

こ
れ
を
蛮
社
の
獄
と
い
う。

幕
府
自
体
に、

対
外
的
な
危
機
感
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
原
本
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
が、

八
年
六
月
に
は
ア
メ
リ
カ
船
モ
リ
ソ
ン
号
が
浦
賀
沖

ま
で
進
入
し
た
こ
と
か
ら、

少
な
く
と
も
江
戸
近
海
に
お
け
る
海
防
を
焦
眉
の
急
と
考
え
て
い
た。

そ
の
た
め、

目
付
烏
居
耀
蔵
と
伊
豆
韮
山
代
官
の
江
川
英
能
に

海
岸
の
巡
見
調
査
を
命
じ
て
も
い
る
。

江
川
は、

長
英
と
畢
山
を
助
言
者
と
し
て
防
備
計
画
を
立
案
す
る
が、

長
英
の
執
筆
に
な
る
「
夢
物
語」

が
外
部
に
流
出
し

評
判
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
事
態
は
急
転
し、

鳥
居
の
フ
レ
ー
ム
ア
ノ
プ
エ
作
も
あ
っ
て
大
が
か
り
な
摘
発
と
な
っ
た
の
で
あ
る。

な
お、

こ
の
原
本
九
一

に
は
「
慎
機
論」

と
題
す
る
も
の
が
ほ
ぼ
全
文
筆
録
さ
れ
て
お
り、

記
述
の
趣
旨
は
刊
本
と
ほ
ぽ
一

致
す
る
も
の
の、

文
章
そ
の
も
の
の

品
位
は
か
な
り
劣
る
。

そ
れ
が
元
本
の
た
め
な
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る。

（
万）

隠
売
女
新
吉
原
町
へ
下
さ
れ
一

件

「
藤
岡
屋
日
記
j

天
保
十
二
年
閏
正
月
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る。

右、

去
ル
子
年
十
一

月
中
北
御
番
所
遠
山
左
衛
門
尉
殿
へ

召
捕
ら
れ、

隠
売
女
は
新
吉
原
へ

売
渡
し、

右
の
通
り
右
宿
を
致
し
候
者
共
は
所
御
構
に
相
成
リ
候。

右
の
外
に
病
人
等
こ
れ
有
り、

総
高
六
卜
五
人
内
五
十
三
人
の
者
隠
売
女
身
売
り
致
し
候
者、

天
保
十
一

庚
子
年
十
二
月
四
日
召
捕
ら
れ、

同
月
中
御
吟
味
二

相
成
リ、

同
月
廿
五
H
落
着
吉
原
町
へ

下
さ
れ
候
事。

あ
と
十
二
人
は
同
十
二
月
廿
三
日
北
御
番
所
へ

召
捕
ら
れ、

同
月
廿
九
日
落
着
即
日
に
吉
原
町
へ
下
さ

れ
候
事。

（
六）

出
版
物
御
咎
一

件

「
殿
居
嚢
（
本
文
の
書
込
み
は
誤
り）
」

前
後
二
冊、
「
青
標
紙」

前
後
二
冊
は
と
も
に
幕
府
の
俵
式
・

典
令
な
ど
に
つ
い
て
詳
述
し
て
お
り、

公
式
釘
事
の
参
考
書

と
し
て
重
宝
が
ら
れ
正
規
の
出
版
（
三
百
部
限
定）

の
ほ
か
写
本
や
闇
出
版
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

し
か
し、

都
府
は
内
情
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
こ
れ
を
嫌

い
、
「
泰
平
年
表
（
本
文
書
込
み
は
誤
り）
」

と
合
わ
せ
て
こ
の
年
一

月
と
二
月
に
相
次
い
で
絶
板
と
版
木
の
没
収
を
行
な
っ
た。

著
者
の
大
野
広
城
は
本
文
の
通
り

綾
部
へ
送
ら
れ
る
が、

そ
の
七
日
後
に
死
去
す
る。

な
お、
「
藤
岡
屋
日
記」

天
保
十
二
年
六
月
九
日
条
で
は
下
谷
新
寺
町
の
菱
屋
伊
助
の
名
前
し
か
見
え
な
い
が、

同
年
九
月
十
一

日
条
で
は
神
田
旅
篭
町
の
柏
谷
喜
兵
衛、

本
銀
町
永
楽
屋
束
四
郎
支
配
人
（
名
義
人
は
幼
年
者
で
あ
ろ
う）

と
合
わ
せ
て
三
人
が
江
戸
構
の
処
分
を

受
け
て
い
る
。

ま
た、

広
城
の
嫡
男
で
十
六
歳
の
鏃
之
助
も
父
親
の
科
に
よ
り
改
易
さ
れ
て
浪
々
の
身
と
な
る。

（
七）

三
方
替
中
止
一

件

財
政
難
に
悩
む
川
越
藩
松
平
家
は、

家
斉
の
第
五一
i一
子
斉
省
を
養
子
に
迎
え
た
こ
と
を
穎
み
に
富
裕
な
姫
路
へ
の
転
封
を
粕
い
出
た。

こ
れ
は
老
中
水
野
越＂
則
守
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の
裁
量
に
よ
っ
て
出
羽
庄
内
に
決
定
す
る
が、

突
然
の
転
封
命
令
に
庄
内
藩
酒
井
家
は
も
と
よ
り
領
内
も
騒
然
と
な
っ
た。

天
保
十
一

年
十
一

月
の
内
示
か
ら
三
か

月
後
庄
内
領
民
の
閣
老
に
対
す
る
籠
訴
が
決
行
さ
れ
る。
『
藤
岡
屋
日
記』

天
保
十
二
年
五
月
条
に
よ
れ
ば、

仙
台
藩
松
平
（
伊
達）

陸
奥
守
に
対
し
て
は
取
り
な
し

の
尽
力
を
願
い
出
る
。

私
共
御
領
主
酒
井
左
衛
門
尉
様
先
達
て
御
所
替
へ

仰
付
ら
れ
存
じ
寄
ら
ず
驚
き
入
り
奉
り
候。
（
中
略）

其
後
度
々
凶
年
打
続
き
凌
ぎ
方
手
段
こ
れ
な
き
と
こ

ろ、

巳
年
（
天
保
四
年）

同
前
に
御
手
当
な
し
下
さ
れ
其
上
前
々
よ
り
諸
拝
借
米、

金
銭
共
残
ら
ず
切
り
下
さ
れ
罷
り
な
り
申
し
候。

ケ
様
の
年
柄
御
年
貢
御

取
納
も
格
別
相
欠
け
候
と
こ
ろ、

都
て
御
手
当
こ
れ
有
り
誠
に
以
て
莫
大
の
御
仁
徳、

挙
げ
て
有
難
く
存
じ
奉
り
罷
り
あ
り
候
と
こ
ろ、

存
じ
寄
ら
ず
御
所
替

仰
付
ら
れ、

老
若
男
女
一

統
愁
傷
歎
き
に
沈
み、

御
恩
君
に
離
れ
奉
る
に
忍
び
難
く
候
間
（
中
略）

密
か
に
江
戸
表
へ

出
府
仕
り
重
ね
て
御
公
儀
様
へ

御
駕
燈

訴
も
申
上
げ
申
上
げ
候
へ
ど
も、

御
取
上
げ
有
無
未
だ
様
子
も
相
知
れ
ず
（
中
略）

御
大
国
相
慕
は
ず
候
て
は
願
望
達
し
申
す
べ
き
様
こ
れ
無
く
候
間、

念
頻

の
段
御
執
成
し
成
し
下
さ
れ
候
よ
う
一

同
愁
訴
什
り
候。
（
後
略）

こ
の
三
方
替
は
こ
と
に
外
様
大
名
に
危
機
感
を
抱
か
せ、

水
野
に
対
し
て
強
く
牽
制
す
る
手
段
に
出
た。

こ
の
粘
果、

川
越
藩
と
大
奥
の
密
約
な
ど
が
明
ら
か
に

な
り、

水
野
を
三
日
間
登
城
停
止
に
し
て
い
る
間
に
急
い
で
三
方
替
の
中
止
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

川
越
藩
の
切
り
札
だ
っ
た
斉
省
が
折
悪
し
く
病
死
し
た
の
も

封
じ
込
め
を
成
功
さ
せ
た
一

因
で
あ
ろ
う。

十
一

月
五
日

（
八）

中
野
石
翁
一

件

前
将
軍
家
斉
の
愛
妾
お
美
代
の
方
の
養
父
と
し
て
権
勢
を
ふ
る
っ
た
石
翁
も、

家
斉
没
後
は
失
脚
を
免
れ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た。
「
藤
岡
屋
日
記」

の
天
保
十

i

一
年
条
か
ら
関
係
部
分
を
抜
き
出
す
と、

以
下
の
よ
う
に
な
る。

五
月
廿
八
日
夜

下
総
国
中
山
法
華
寺
地
中
智
泉
院
（
日
尚）
、

御
詮
義
の
筋
こ
れ
有
り、

寺
社
奉
行
阿
部
伊
勢
守
家
来
院
内
へ

踏
込
ミ
、

智
泉
院
井
二

所

化
其
外
共
残
ラ
ず
捕
ヘ
ル
。

申
渡

智
泉
院
H
尚

（
前
略）

下
総
国
船
橋
宿
九
日
市
村
旅
籠
屋
長
兵
衛
方
へ

罷
越
シ
、

同
人
下
女
ま
す
を
酒
の
相
手
に
致
し、

密
通
の
上
度
々
女
犯
二

及

ビ
候
段
（
中
略）

不
届
に
付
晒
シ
の
上
触
頭
へ

相
渡
シ
（
後
略）

守
玄
院
日
啓
（
日
尚
の

長
男）

（
前
略）

同
国
田
尻
村
百
姓
文
蔵
後
家
り
も
事
尼
妙
栄
を
院
内
へ

止
宿
致
さ
せ
密
通
の
上
度
々
女
犯
二
及
ビ
候
次
第
（
中
略）

殊
に
露
見

を
恐
れ
一

旦
立
退
キ
候
始
末
不
届
二

付、

遠
島
申
渡
ス
。

文
中
の
旅
籠
屋
長
兵
衛
は
日
啓
の
実
弟
で
あ
り、

つ
ま
り
親
チ、

兄
弟
ぐ
る
み
で
僧
侶
に
あ
る
ま
じ
き
女
犯
の
罪
を
犯
し
て
い
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

お
美
代

の
方
は
兄
弟
の
妹
で
あ
る
。

右、

お
美
代
方
実
兄
船
橋
宿
旅
籠
屋
長
兵
衛
宿
請
に
て
、

元
小
納
戸
頭
取
従
五
位
下
中
野
播
磨
守
入
道
石
翁
藤
原
清
茂
方
へ

奉
公
済
ミ
致
し、

其
後
消
水

殿
小
性
（
姓）

内
藤
造
洒
允
娘
に
貰
ひ
請
ケ
後
ま
た
石
翁
の
養
女
に
致
し、

大
奥
へ

御
奉
公
に
出、

追
々
昇
進
致
し
て
御
中
膜
に
な
る
也。
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お
美
代
の
方
は、

家
斉
の
第
三
六
子
溶
姫
（
後、

加
賀
藩
前
田
斉
泰
室）

と
第
四
三
子
末
姫
（
後、

広
島
藩
浅
野
斉
粛
室）

を
産
み、

従
父
石
翁
は
極
官
が
小
納

戸
頭
取
と
い
う
低
い
身
分
に
も
か
か
わ
ら
ず、

家
屋
敷
二
か
所
を
与
え
ら
れ
た
は
か
時
々
は
登
城
し
て
家
斉
の
話
し
相
手
を
す
る
と
い
う
特
権
を
与
え
ら
れ
た
。

し

か
し、

真
偽
の
程
は
不
明
な
が
ら
こ
う
し
た
身
内
の
不
始
末
で
そ
の
特
権
を
す
べ
て
剥
奪
さ
れ、

小
姓
を
勤
め
る
息
子
清
賢
方
へ
の
同
居
を
強
要
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
九）

天
保
改
暦

天
保
暦
は、

H
本
で
始
め
て
定
気
法
を
採
用
し
た
最
も
精
密
な
太
陰
太
陽
暦
で
あ
る
。

天
保
十
五
年
（
弘
化
元
年）

の
頒
暦
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

今
ま
で
頒
ち
行
れ
し
寛
政
暦
は
違
へ
る
事
の
あ
る
を
も
て
更
に
改
暦
の
命
あ
り。

遂
に
天
保
十一
『
年
新
麻
成
ル
に
及
ひ
詔
し
て
名
を
天
保
壬
寅
元
暦
と
賜
ふ
。

抑
モ
元
文
五
年
庚
申、

宝
暦
五
年
乙
亥
の
暦
に
こ
と
わ
る
如
く、
一

昼
夜
を
云
フ
は
今
暁
九
時
を
始
と
し
今
夜
九
時
を
終
と
す
。

然
れ
と
も
起
ま
て
頒
ち
行
れ

し
暦
に
は
毎
月
節
気
・

中
気
・

土
用
・

日
月
食
の
時
刻
を
い
ふ
も
の、

皆
昼
夜
を
平
等
し
て
記
す
か
故
其
時
刻
時
の
錨
と
ま
、

遅
速
違
ヒ
あ
り。

今
改
る
所
は

四
時
日
夜
の
長
短
に
随
ひ
其
時
を
最
り
記
し、

世
俗
に
遥
ふ
事
な
か
ら
し
む
。

今
よ
り
後
此
例
に
従
ふ
。

(

I

 

0)

仙
石
騒
動
そ
の
後

天
保
六
年
前
藩
主
仙
石
政
美
は
嗣
子
が
な
い
ま
ま
死
去、

実
弟
の
久
利
が
そ
の
後
を
継
い
だ
。

し
か
し、

ま
だ
幼
少
だ
っ
た
た
め
家
老
仙
石
左
京
が
後
見
役
と
な

っ
た
が、

藩
主
の
一

族
で
も
あ
る
左
京
は
自
分
の
f
小
太
郎
を
藩
主
に
と
の
野
望
を
抱
い
た。

左
京
は
正
義
派
の
家
老
荒
木
玄
番
ら
を
遠
ざ
け、

久
利
暗
殺
の
隠
が

流
れ
る
と
国
家
老
河
野
瀬
兵
衛
を
死
刑
に
す
る
な
ど
専
断
の
度
を
強
め
た
。

や
は
り
一

族
で
あ
る
仙
石
弥一
二
郎
の
用
人
神
谷
転
は
左
京
の
追
及
を
逃
れ
て
能
無
俯
に

姿
を
変
え
て
い
た
が、

左
京
の
依
頓
を
受
け
た
江
戸
町
奉
行
筒
井
政
憲
に
捕
ら
え
ら
れ、

寺
社
奉
行
脇
坂
安
董
の
取
調
べ
を
受
け
る
。

藩
の
名
営
に
か
か
わ
る
と
し

て
沈
黙
し
て
い
た
転
も
よ
う
や
く
実
情
を
告
白
し、

左
京
は
獄
門、

小
太
郎
は
遠
島
と
な
り、

久
利
は
家
政
不
取
締
り
で
五
万
八
千
石
余
か
ら
三
万
石
へ

減
知
と
な

っ
た
。

な
お、

左
京
の
不
正
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
し
て
老
1
松
平
康
仁
と
筒
井
が
処
分
さ
れ
た
が、

地
方
の
一

小
藩
の
内
紛
が
蔀
閣
の
要
人
に
ま
で
累
を
及

ぽ
し
た
の
は、

後
に
も
先
に
も
こ
の
一

件
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
年、

老
中
真
田
信
濃
守
が
仙
石
家
に
つ
な
が
る
親
類
一

同
を
呼
び
出
し
て
警
告
し
た
こ
と
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が、

先
の
騒
動
か
ら
八
年
を
経
過
し
て
な

お
藩
内
に
火
種
が
残
っ
て
い
た
ら
し
い
。
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水野忠篤

水野重明

水戸齊11(1

美濃部茂矩

三宅康直

村瀬煎侯

(17) (18) (19) (20) (21) 

(22) (23) (25) (27) (28) 

(29) (30) (31) (32) (33) 

(37) (41) (44) (48) (54) 

(56) (57) (60) (61) 、 14- (2) 

(3) · (5) · (9) · (II) · (17) 

(19) (22) (23) (32) (33) 

(34) (35) (38) (40) (51) 

(55) (56) (59) (60) (61) 

(64) (65) (67) (69) (70) 

(72) (75) (76) (77) (78) 

(79) (88) 

美濃守 12- (6) · (27) 、 14- (86) 

釆女 9- (8) 、 12- (14) 

中納言 14- (35) · (46) 

筑前守 12- (6) 

上佐守 IO- (8) 、 12- (80) 

長門守 9- (5) 

［や行］

柳沢保泰⇒松平保泰

柳沢保典⇒松平保膊

矢部定謙

吉井信允⇒松平侶充

米津政競

［わ行］

脇坂安猷

渡辺登（畢山）

左近将監、 駿河守

越中守

12- (9) · (84) 、 13- (13) 

8- (IO) 

中務大輔 9- (2) 、 IO- (17) 、 12- (2) 

IO- (8) 

5
 



本多助賢

［ま行］

牧野忠雅

増山正宰

松平［越前］斉民

松平［越前］斉典

松平［越前］斉斎

松平［越前］炭永

松平（池田）斉訓

松平（池田）慶行

松平（大河内）輝承

松平（大河内）輝充

松平（奥平）忠恵

松平（奥平）忠国

松平（越智）武揚

松平（形原）信志

松平（黒田）斉沌

松平（桜井）忠栄

松平（島津）齊陳

松平（伊達）斉邦

松平（戸田）光1,lf

松平（蜂須賀）齊昌

松平（久松）定猷

松平（久松）定穀

松平（柳沢）保泰

松平（柳沢）保興

松平（吉井）倍允

松平忠優

松平政周

松平近11{:J

松平釆令

松前隆之助、 良脱

IMJ脊11a全勝

水野忠J'I\

戦後守 12- (42) 、 13- (6) 

備前守

弾正少弼

三河守

大和守

出羽守

越前守

因幡守

因幡守

右京亮

右京亮

玄蕃頭

駿河守

右近将監

紀伊守

美濃守

遠江守

大隅守 、 宰相

陸奥守

丹波守

阿波守

越中守

隠岐守

甲斐守

甲斐守

左兵衛督

伊賀守

既rlrJ守

式部少輔

和泉守

下総守

越前守

9- (5) · (7) 、 II- (IO) 、 12- (31) 

12- (42) 

9- (5) 

9- (5) 、 11- (10) 、 12- (32) 

, - (5) 

14- (16) 

9- (5) 、 11- (8) 

12- (31) 、 14- (91) 

, - (5) 

14- (37) 

12- (14) · (68) 

14- (24) 

9- (5) 

9- (5) · (9) 

, - (5) 

8- (3) · (8) 

13- (64) 

12- (37) 

9- (5) · (7) 

12- (60) 

10- (6) 

14- (34) · (35) 

8- (3) · (8) 

9- (7) 、 13- (6) 

9- (5) 

9- (7) 、 14- (13) · (37) 

12- (81) · (83) 、 13- (57) 、 14- (3) 

(12) · (18) · (23) · (33) · (56) 

(65) · (70) · (77) · (85) · (87) 

14- (12) · (18) · (41) · (86) 

(89) · (90) 

14- (35) · (68) · (96) 

, - (4) 

14- (30) · (57) 

8- (8) · (16) · (18) 、 9- (1) · (6) 、

10- (4) · (5) 、 11- (3) · (7) · (8) 、

12- (3) · (5) · (6) · (16) · (20) 

(23) · (29) · (30) · (35) · (39) 

(60) · (62) · (78) · (84) · (95) 、

13- (2) · (6) · (7) · (11) · (16) 
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土屋寿直 相模守 9- (5) 

土屋廉道 紀伊守 II - (I) 

筒井政恋 紀伊守 9- (5) · (7) 、 12- (9) 、 13- (13) 

土井利位 大炊頭 8- (6) · (12) 、 9- (7) 、 12- (I) 

(51) · (55) 、 13- (42) · (43) 

(49) · (51) 、 14- (9) · (21) · (35) 

(86) · (87) · (88) · (96) · (101) 

(102) 

土井利忠 能登守 9- (5) 

遠山景晉 左衛門尉 9- (8) 、 12- (70) 

遠山景元 左衛門尉 14- (17) · (22) · (32) · (38) 

(47) · (60) · (68) · (69) · (78) 

(79) · (81) 

遠山半左衛門 14- (89) · (90) 

土岐頼旨 丹波守 9- (5)、 12- (13) 

戸田光庸⇒松平光庸

戸田氏正 采女正 10- (I) 、 14- (37) 

鳥居耀蔵（忠耀） 甲斐守 9- (7) 、 12- (81) (83) 、 13- (44) 、

14- (96) 

［な行］

内藤頼本 駿河守 12- (68) 、 14- (37) 

永井直興 飛騨守 9- (5) · (9) 

中川久昭 修理大夫 14- (76) · (81) 

丹羽長富 左京大夫 14- (34) 

野田元矩 下総守 9- (5) 

［は行］

蜂碩賀齋晶⇒松平齋昌

林忠英 肥後守 9- (5) · (8) 、 II- (4) 、 12- (6) 

久松定猷⇒松平定猷

久松定穀⇒松平定穀

深谷盛房 遠江守 9- (7) 、 12- (9) 

堀田正衛 摂津守 12- (9) 、 13- (3) · (46) 、 14- (9) 

(34) · (35) · (40) · (86) · (89) 

(90) 

堀田正篤 備中守 12- (47) · (88) 、 13- (47) 、

14- (9) · (34) · (35) · (68) · (85) 

堀 親笛 大和守 12- (6) · (26) 、 14- (9) · (34) · (35) 

堀 利堅 伊賀守 8- (4) 、 14- (35) 

本庄道貰 伊勢守 12- (71) · (74) · (75) · (78) 、

13- (58) 
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奥平忠恵⇒松平忠恵

奥平忠国⇒松平忠国

奥平昌猷

越智武揚⇒松平武揚

尾張齋荘

［か行］

形原倍志⇒松平信志

神尾元孝

亀井荘方

河野辺修徳

紀伊齋顛

久世廣周

黒田齋浦⇒松平齋浦

黒田直静

小出英照

［さ行］

酒井忠学

酒井忠llllt

酒井忠嗣

酒井忠発

榊原忠義

桜井忠栄⇒松平忠栄

佐々木三蔵

真田幸貰

新見正路

杉浦正義

諏訪庄左衛門

［た行］

田口喜行

伊達斉邦⇒松平斉邦

沖軽信順

大膳大夫

大納言

山城守・備中守

能登守

大納言

出雲守� ・ 大和守

翌前守

丹宮

雅楽頭

右京亮

大和守

左衛門尉

主計頭

近江守

信濃守

IO- (I) 

14- (35) · (46) 

12- (5) · (38) · (52) 、 13- (4) 

(29) · (35) 、 14- (55) · (62) 

(76) · (83) · (96) 

8- (II) 、 9- (9) 

12- (19) 、 13- (35) 

14- (35) · (46) 

9- (9)、 12- (37)、 14- (15) 

9- (5) 

12- (6) 

8- (3) 

8- (IO) 

9- (7) · (9) 

9- (5) 、 11- (IO) 、 12- (32)、

]4- (25) · (84) · (91) 

13- (13) · (34) 、 14- (IO) 

(96) · (102) 

12- (14) · (30) · (33) · (49) 

(54) · (88) · (94)、 13- (3)、

14- (9) · (10) · (41) 

12- (22)、 13- (40) · (63)、

14- (20) · (26) · (27) · (28) 

(29) · (54) · (57) 

伊賀守 12- (8) 

出雲守 12- (26) · (81) 

12- (26) · (67) 、 13- (13) 

加賀守

越中守

12- (14) 

9- (4) 

2
 

｀ 



主 要 人 名 索 引
註：文書番号中、 最初の数字は天保の年を表す。（）内はその年内での配列番号である。

姓名 官職名 関連文書番号

［あ行］

青山忠良 因幡守 8- (3) · (8) 、 9- (7) · (9) 

明楽茂村 飛騨守 10- (3) 

跡部良弼 山城守・信濃守・能登守 8- (4)、 12- (6) · (35) · (49) 

(50) · (54) · (67) · (88) 、

14- (35) · (96) 

阿部正弘 伊勢守 13- (13)、 14- (93) 

有鳥頼徳 玄蕃頭 IO- (2) 

安藤信由 対馬守 14- (35) 

井伊直亮 掃部頭 12- (12) 、 14- (34) · (35) · (37) 

池田壺訓⇒松平齋訓

池田炭行⇒松平炭行

石河政平 土佐守 12- (13) 

板倉勝戦 周防守 9- (5)、 12- (37) 

市川吉太郎 播磨守 13- (58) 

井戸覚弘 大内蔵 14- (12) · (18) 

稲生正興 出羽守 14- (2) · (II) · (47) · (59) 

(64) · (75) 

稲葉正守 丹後守 9- (7) 

井上正春 河内守 9- (5)、 14- (13) 

遠藤胤統 但馬守 9- (7) 、 12- (45) 、 13- (9) 、 14- (9) 

(34) · (35) 

大岡忠固 主膳正 12- (9) 、 14- (9) · (14) · (21) 

(35) · (49) 

大草高好 安房守 9- (5) (7) 

大河I村輝承⇒松平輝承

大河内輝充⇒松平耀充

大塩平八郎 8- (!) (2) · (5) · (6) · (7) 

(8) · (9) · (IO) · (II) · (12) 

(13) · (14) · (15) 、 9- (7) 

太田資始 備後守 9- (10)、 ll- (5) · (6) 、 12- (17) 

(18) 

小笠原忠固 大膳大夫 9- (5) 、 14- (25) · (37) 

岡部長和 内膳正 8- (3) · (8) 、 9- (5) 

岡村直恒 丹後守 I 3- (2) · (I 9) · (25) · (33) 、

14- (9) · (IO) · (19) · (35) 

(41) · (51) · (67) · (72) · (82) 

｀
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「青森県立図書館解題書目」刊行一覧

（第22集までは品切れです）

第1集 津 軽 史 昭和46年10月2 1日 発行

第 2 集 官省指令留・官省願伺届 昭和47年3月 IO日 発行

第 3集 滝 屋 文 書 昭和48年3月10日 発行

第 4 集 木 村 文 書 昭和48年I I月25日 発行

第 5 集 多 門 院 文 書 昭和50年2 月 1 日 発行

第 6 集 五 家 文 書 昭和51年3月31日 発行

第 7 集 寓 日 記 抄 昭和52年3月25日 発行

第 8 集 萬 日 記 抄 昭和52年7 月28日 発行

第 9 集 萬 日 記 抄 ニ： 昭和53年3月25日 発行

第10集 津軽史解説目次抄 一 昭和54年6 月25日 発行

第11集 津軽史解説目次抄二 昭和56年3月 5 日 発行

第12集 津軽史解説目次抄三 昭和57年3月15日 発行

第13集 津軽史解説目次抄四 昭和58年3月15日 発行

第14集 津軽史解説目次抄五 昭和59年3月25日 発行

第15集 萬 日 記 抄 四 昭和60年6 月24日 発行

第16集 萬 日 記 抄 五 昭和61年6 月26日 発行

第17集 寓 日 記 抄
一

昭和62年6 月20日 発行ノ‘

第18集 大 津 屋 文 書 平成元年 1 月31日 発行

第19集 大 津 屋 文 書
―

平成元年12月15日 発行

第20集 松井四郎兵衛留書 平成3年］月18日 発行

第21集 伊 紀 農 松 原 一 平成4 年3月31日 発行

第22集 伊 紀 農 松 原 二 平成4 年10月30日 発行

第23集 与之遠美叢遣 一 平成7 年3月31日 発行

第24集 与之遠美叢遣二 平成8 年1 月31日 発行

第25集 与之遠美叢遣三 平成8 年11月15日 発行










